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雪は天からの手紙 

 雪の結晶は、雲の中にある目に見えないほど小さな塵に、冷やされた水蒸気がぶつかって、凍りつくことから始まり

ます。これを氷晶（ひょうしょう）と呼んでいます。 

 水分子は、凍って固まるときに、最も安定する形になる習性があります。水素結合の角度の影響で、分子が手をつ

なぎ合わせると自然に六角形の形に並ぶ性質があります。これが、雪の結晶が必ず６つの角をもつ理由です。そし

て、六角形の核が空から舞い落ちるときに、その時の温度や水蒸気の量によって、形が変化していきます。 

 雪は天からの手紙。これは世界で初めて人工雪をつくった中谷宇吉郎博士の言葉です。地上で観測した雪の結晶

を見れば、どのような環境条件で雪の結晶ができたのかわかるという意味が込められています。 

「ミラノ・コルティナ２０２６冬季オリンピック」 

２０２６年２月６日から２２日まで、第２５回オリンピック冬季競

技大会がイタリア北部の都市ミラノとコルティナ・ダンペッツォで

開催されます。アスリートたちの、どのような熱戦が繰り広げられ

るのか、たのしみですね。夏季冬季オリンピックやウィンタースポ

ーツ関連の本とともに、オリンピックをより楽しんでみてはいかが

でしょうか。 

14日（土） 

タイトル：「天使の詩（うた）」字幕・カラー・104分 

監  督：ルイジ・コメンチーニ 

ＣＡＳＴ：アンソニー・クエイル／ステファノ・コラグランデ 

シモーネ・ジャンノッツィ／ジョン・シャープ  

<１９６６年 イタリア作品>  

28日（土） 

タイトル：「アメリカ交響楽」字幕・白黒・135分 

監  督： アーヴィング・ラッパー 

ＣＡＳＴ： ロバート・アルダ／ジョーン・レスリー 

 <１９４５年 アメリカ作品> 

今月のテーマ 

【２月映画上映予定 午後２時から３階視聴覚室】 

参考文献 
『雪』 中谷 宇吉郎／著 岩波書店 《４５１ナ》 

『雪の結晶』 ケン・リブレクト／著 矢野 真千子／訳 河出書房新社 《４５１リ》 

除籍本等リサイクル市 

日時：２月２２日（日）午前１０時～

午後４時 場所：3Ｆ講義室 

☆当日午前９時３０分から正面玄関

で整理券をお配りします。 

※詳しくは館内のポスター・チラ

シをご覧ください。 



新着ＣＤ紹介 

 

１２月・１月発表の主な文学賞受賞作品 

見たり聞いたり 
～新着ＣＤから 

ピックアップ～ 

新刊案内 

ジブリちゃんぷるー  《763シ》 

Purple on Palette  《763テ》 

悠久のしらべ二胡  《763ユ》 

シネマ・ノスタルジア  《764エ》 

ロイヤルストレートフラッシュ 《779ツ》 

『自律神経にここちよい音楽』  

白鳥 英美子／[ほか]歌 《760シ》  

目を閉じてゆっくりと呼吸をして耳をすませば、

あたたかく優しい歌声が心と体を包んでくれるよう

なＣＤです。ほっと一息つきたいとき、ゆったりとし

た気分になりたいときにおすすめです。 

『東洋文庫』 東洋文庫／監修 平凡社 《０１８ト》 

１００万冊もの和漢洋の貴重書を擁する、世界に誇る東洋学の専門図書館・東洋文庫。珠玉の１００冊、主要コレク

ション、東洋文庫を支える人々、設立者・岩崎久彌ゆかりの邸宅・庭園・農場、評伝などを豊富なビジュアルで紹介。 

『日本地図でよくわかる!名字と家紋』 高澤 等／監修 PHP研究所 《２８８.１ニ》 

名字にケンミン性?!家紋に意外な歴史?!日本という国土の中で伝えられてきた名字や家紋の成り立ちから、各時

代の中でどのような歩みを経てきたかまでを紹介。折り込み「都道府県別名字ランキング TOP3」なども収録。 

『世界浴場見聞録』 こばやし あやな／著 学芸出版社 《383コ》 

タイの芳香豊かな蒸気浴、ロシア帝政期の階層社会が生んだ灼熱の公衆浴場、日本の下町銭湯…。まだ見ぬ入

浴文化を探して５０カ国を旅した、フィンランド在住のサウナ文化研究家によるエッセイ。 

『女性が建てた家と間取り』 田中 厚子／著 エクスナレッジ 《５２７タ》 

茨木のり子、いわさきちひろ、林芙美子…。大正から昭和にかけて、女性が施主となって家を建てた事例を取り上

げ、そのライフスタイルや暮らしに対する考え方、暮らしを彩る様々な工夫を紹介する。建築用語の解説なども収録。 

『馬と人の古代史』 若狭 徹／著 KADOKAWA 《６４５ワ》 

軍事・農耕・荷役・情報伝達・祭祀での役割を通して、馬が古代国家の形成と生活と心性に与えた影響を解説。考

古学の成果を中心に、文献史学・動物考古学・分析科学を統合し、馬と人が織りなした古代史を捉え直す。 

『教科書に出てくる作家・詩人事典』 萩野 敦子／編 丸善出版 《９１０.２８キ》 

著名な作家・詩人たちの生きざまとは? 中学・高校の教科書に出てくる奈良・平安から昭和までの作家・詩人５８

人と作者未詳作品７点を時代順に取り上げ、作者の生涯と作品の傾向、文学史的な評価について解説する。 

第５２回大佛次郎賞 

 『雪夢往来』 木内昇／著 《Fキ》 

第４２回織田作之助賞 

 『ソロ・エコー』 島口大樹／著 《Fシ》 

 『百日と無限の夜』 谷崎由依／著 《F タ》 

第１７４回芥川龍之介賞 

 『時の家』 鳥山まこと／著 《F ト》 

 『叫び』 畠山丑雄／著 《Fハ》 

第１７４回直木三十五賞 

 『カフェーの帰り道』 嶋津輝／著 《Fシ》 

 


